
保
育
園
の
副
食
材
料
費
の
減
免
と

 

非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業

渡
辺　

有
子

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

 　
　

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
伴

い
、
保
育
園
の
給
食
の
副
食
材
料
費
が

実
費
負
担
と
な
っ
た
が
、
少
な
く
と
も

所
得
階
層
に
よ
り
減
免
を
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
。
ま
た
副
食
材
料
費
が
こ
れ

ま
で
の
保
育
料
を
上
回
る
こ
と
に
な
る

世
帯
が
あ
る
が
対
策
は
あ
る
の
か
。

　
　

従
来
か
ら
本
市
独
自
に
保
育
料
を

無
料
と
し
て
い
た
第
３
子
以
降
と
、
現

在
の
市
の
保
育
料
が
４
５
０
０
円
未
満

で
あ
る
階
層
に
つ
い
て
免
除
と
な
る
よ

う
、
関
係
規
程
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

 　
　

国
で
は
非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業

に
つ
い
て
、
１
年
以
上
任
用
さ
れ
て
い

て
、
子
ど
も
が
１
歳
６
カ
月
に
達
す
る

日
ま
で
に
任
期
が
満
了
す
る
場
合
で
も

引
き
続
き
任
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
れ

ば
、
取
得
を
認
め
て
い
る
。
本
市
で
も
、

今
後
は
取
得
を
認
め
る
べ
き
で
は
。

　
　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
へ
の
移

行
後
は
、
国
の
取
り
扱
い
を
参
考
に
し

つ
つ
、
現
在
取
得
を
認
め
る
方
向
で
検

討
を
進
め
て
い
る
。

原
子
力
災
害
時
の
住
民
避
難
と

　

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
助
成

平　

あ
や
子

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

 　
　

県
の
原
子
力
災
害
広
域
避
難
計
画

を
よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
す
る
た

め
に
は
、
柏
崎
刈
羽
原
発
か
ら
30
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
圏
外
に
位
置
す
る
本
市
も
、

個
々
の
地
域
の
事
情
に
即
し
た
避
難
対

策
を
逐
次
計
画
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
、

積
極
的
に
県
に
要
望
し
て
い
く
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

県
の
計
画
策
定
に
当
た
り
、
県
外

を
含
め
た
広
域
の
避
難
調
整
の
必
要
性

な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
提
出
し
た
が
、

よ
り
実
効
性
の
高
い
計
画
と
な
る
よ
う

引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

 　
　

加
齢
性
難
聴
は
認
知
症
な
ど
の
リ

ス
ク
を
高
め
る
と
い
わ
れ
て
い
る
た
め
、

本
市
と
し
て
も
、
加
齢
性
難
聴
を
早
期

に
発
見
す
る
た
め
の
対
策
や
、
補
聴
器

購
入
に
対
す
る
独
自
の
助
成
制
度
の
創

設
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

早
期
受
診
の
啓
発
に
努
め
る
。
ま

た
助
成
制
度
の
創
設
は
、
補
聴
器
使
用

が
認
知
症
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
国
の

研
究
で
示
さ
れ
た
際
に
検
討
す
る
。

Ｎ
ｏ
ｉ
ｓ
ｍ（
ノ
イ
ズ
ム
）の
役
割
と

 
身
寄
り
の
な
い
人
へ
の
支
援

石
附　

幸
子

（
市
民
ネ
ッ
ト
に
い
が
た
）

 　
　

Ｎ
ｏ
ｉ
ｓ
ｍ
は
本
市
の
多
様
な
踊

り
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
の
本
市
の
踊
り
文
化

の
発
信
と
融
合
、
推
進
に
お
け
る
Ｎ
ｏ

ｉ
ｓ
ｍ
の
役
割
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

Ｎ
ｏ
ｉ
ｓ
ｍ
の
芸
術
性
は
国
内
外

か
ら
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、
今
後
も

本
市
の
踊
り
文
化
の
発
展
に
良
い
影
響

を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

 　
　

身
寄
り
が
な
く
社
会
的
に
孤
立
し

て
い
る
人
た
ち
が
排
除
や
差
別
に
遭
っ

て
い
る
問
題
は
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。

愛
知
県
半
田
市
で
は
、
医
療
、
福
祉
、

介
護
、
行
政
が
し
っ
か
り
と
連
携
し
、

「
身
元
保
証
等
」
の
な
い
方
の
入
院
・

入
所
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
作
成
さ

れ
て
い
る
が
、
本
市
も
作
成
に
向
け
積

極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

　
　

ま
ず
は
、
半
田
市
を
参
考
に
国
が

作
成
し
、
本
年
度
示
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
な
ど
に
つ
い
て
広
く
周
知
し
、
病

院
や
介
護
施
設
な
ど
に
対
し
て
理
解
を

求
め
て
い
く
。

古
町
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
と

 

公
文
書
管
理
条
例
の
制
定
時
期

青
木　

学

（
市
民
ネ
ッ
ト
に
い
が
た
）

 　
　

本
市
は
２
月
に
ま
と
め
た
古
町
地

区
活
性
化
に
向
け
た
政
策
的
視
点
を
踏

ま
え
、
地
元
商
店
街
な
ど
と
意
見
交
換

を
行
い
、
地
域
再
生
計
画
を
作
成
し
て

い
る
。
新
潟
三
越
跡
地
の
活
用
を
含
め

実
行
力
の
あ
る
計
画
と
し
、
持
続
可
能

で
に
ぎ
わ
い
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
古
町
地

区
に
す
る
た
め
の
今
後
の
決
意
を
伺
う
。

　
　

古
町
地
区
は
市
域
全
体
の
活
性
化

の
起
点
で
あ
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
都

市
機
能
の
集
積
を
図
り
な
が
ら
今
後
も

官
民
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

来年春の完成に向け建設が進
む「古町ルフル」

 　
　

本
市
の
情
報
公
開
の
精
度
を
さ
ら

に
高
め
る
た
め
、
公
文
書
管
理
条
例
の

制
定
を
求
め
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
市

長
答
弁
で
は
文
書
館
の
整
備
が
具
体
化

し
た
た
め
検
討
を
進
め
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
制
定
時
期
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

令
和
３
年
度
開
設
を
目
指
す
文
書

館
が
持
つ
機
能
を
踏
ま
え
、
条
例
が
実

効
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
で
き
る
だ

け
早
期
の
制
定
に
向
け
検
討
を
進
め
る
。

松
浜
地
区
の
津
波
対
策
と

 

新
潟
中
央
環
状
道
路
の
整
備

平
松　

洋
一（

翔
政
会
）

 　
　

北
区
松
浜
地
区
は
海
抜
０
〜
１
メ
ー

ト
ル
と
低
地
で
海
に
近
く
、
山
形
県
沖

地
震
の
際
は
津
波
被
害
が
心
配
さ
れ
た

が
、
避
難
基
準
や
避
難
所
の
開
錠
方
法

と
体
制
は
。
ま
た
高
台
避
難
場
所
へ
の

移
動
は
車
が
多
い
た
め
、
緊
急
時
は
市

が
個
人
駐
車
場
を
借
り
て
は
ど
う
か
。

　
　

津
波
注
意
報
ま
た
は
警
報
発
表
時

に
避
難
指
示
を
発
令
す
る
。
避
難
所
は

市
職
員
ま
た
は
地
域
住
民
が
開
錠
し
、

体
制
は
避
難
所
運
営
体
制
連
絡
会
で
避

難
所
ご
と
に
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
津

波
の
際
は
徒
歩
で
避
難
と
地
域
防
災
計

画
で
も
明
記
し
て
お
り
周
知
を
図
る
。

 　
　

新
潟
大
外
環
状
道
路
の
協
議
会
で

計
画
さ
れ
た
北
区
大
瀬
柳
地
区
の
ル
ー

ト
は
、
新
潟
中
央
環
状
道
路
の
計
画
で

は
現
在
の
県
道
を
使
う
暫
定
措
置
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
ル
ー
ト
は
大
型
車
両
が

通
る
幹
線
道
路
と
認
識
し
て
い
る
が
、

正
規
の
協
議
会
ル
ー
ト
の
着
工
予
定
は
。

　
　

全
線
供
用
後
の
交
通
状
況
や
社
会

情
勢
に
鑑
み
な
が
ら
整
備
を
検
討
す
る
。

着
実
な
子
育
て
支
援
の
充
実

伊
藤　

健
太
郎

（
翔
政
会
）

 　
　

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
素
案
に
あ
る

「
未
来
に
向
か
っ
て
活
力
あ
る
新
潟
市

の
実
現
」に
向
け
て
、
一
歩
ず
つ
着
実

な
子
育
て
支
援
の
充
実
を
期
待
す
る
が
、

社
会
で
子
ど
も
を
育
む
意
義
に
つ
い
て

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

近
年
の
子
育
て
環
境
の
変
化
を
踏

ま
え
る
と
、
子
育
て
を
支
え
る
地
域
社

会
を
つ
く
る
こ
と
に
は
意
義
が
あ
る
。

 　
　

社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
子
育

て
の
負
担
が
子
育
て
世
代
、
特
に
マ
マ

に
偏
っ
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

財
政
状
況
が
厳
し
い
中
で
は
あ
る
が
、

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く

り
の
着
実
な
一
歩
と
し
て
、
産
後
ケ
ア

事
業
の
拡
充
を
実
現
し
て
ほ
し
い
が
、

市
長
の
所
見
を
伺
う
。

●産後ケア事業
　出産後の回復や育児
などに不安を抱える母
親が、退院後、母子共
に委託医療機関などに
宿泊し、必要な保健指
導などを受ける事業。
出産後の身体・乳房管
理や、育児指導、必要な
保健指導が受けられる。

　
　

産
後
ケ
ア
事
業
は
、
宿
泊
型
だ
け

で
な
く
、
各
家
庭
の
状
況
に
応
じ
て
通

所
型
・
訪
問
型
を
選
択
で
き
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
本
市
の

資
源
を
フ
ル
活
用
す
る
な
ど
、
さ
ら
な

る
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

地
区
防
災
計
画
策
定
の
推
進
と

　

フ
レ
イ
ル
予
防
の
今
後
の
取
り
組
み

松
下　

和
子

（
新
潟
市
公
明
党
）

 　
　

自
治
会
な
ど
小
さ
な
単
位
で
地
区

防
災
計
画
を
立
て
る
こ
と
で
、
災
害
を

人
ご
と
で
は
な
く
自
分
た
ち
の
こ
と
と

捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
本

市
と
し
て
、
地
区
防
災
計
画
の
策
定
を

推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

　
　

自
主
防
災
組
織
な
ど
に
よ
る
地
区

防
災
計
画
の
策
定
が
進
む
よ
う
、
各
種

支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

 　
　

健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
、
フ
レ

イ
ル
予
防
の
重
要
性
を
そ
の
言
葉
の
意

味
も
含
め
、
市
民
に
さ
ら
に
周
知
啓
発

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど

う
か
。ま
た
今
年
度
の
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ

ク
の
モ
デ
ル
地
区
２
カ
所
で
の
実
施
か

ら
、
将
来
的
に
は
全
市
で
の
展
開
を
望

む
と
こ
ろ
だ
が
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　

市
報
や
市
民
向
け
講
演
会
な
ど
で

の
周
知
に
加
え
、
フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
に
よ
る
自
主
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、

フ
レ
イ
ル
予
防
の
重
要
性
を
啓
発
し
て

い
く
。
ま
た
実
施
地
域
は
段
階
的
な
拡

大
に
よ
り
全
市
展
開
を
目
指
し
て
い
く
。

モデル的に実施したフレイルチェックの様子

区
役
所
と
本
庁
の
在
り
方
と

　

地
域
活
動
人
材
育
成
の
た
め
の
改
革

小
泉　

仲
之

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

 　
　

本
市
は
大
き
な
区
役
所
、
小
さ
な

市
役
所
を
掲
げ
、
分
権
型
政
令
市
の
取

り
組
み
を
進
め
て
き
た
が
、
集
中
改
革

プ
ラ
ン
で
事
務
の
集
約
化
や
セ
ン
タ
ー

化
で
効
率
化
を
図
る
こ
と
は
、
区
役
所

の
権
限
な
ど
の
縮
減
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。
区
役
所
と
本
庁
の
役
割
分
担
な

ど
、
区
の
在
り
方
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

事
務
の
集
約
化
は
専
門
性
や
効
率

性
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る
。

引
き
続
き
大
き
な
区
役
所
の
実
現
の
た

め
、
効
率
的
な
行
政
運
営
の
視
点
を
入

れ
つ
つ
区
役
所
の
機
能
強
化
を
図
る
。

 　
　

本
市
は
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
市
民
参

加
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
が
、
受

け
皿
と
な
る
コ
ミ
協
や
各
町
内
会
、
自

治
会
は
人
材
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、

公
民
館
が
区
の
生
涯
学
習
担
当
と
し
て
、

人
材
づ
く
り
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

　
　

住
民
が
地
域
活
動
に
主
体
的
に
取

り
組
め
る
よ
う
、
公
民
館
で
区
役
所
な

ど
と
協
働
し
、
地
域
活
性
化
や
地
域
の

人
材
育
成
を
図
っ
て
い
く
。（
教
育
長
）

にいがた市議会だより 4令和元年（2019年）11月17日
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